
重点項目 具体的施策 達成目標
H28

自己評価
H29

自己評価 学校関係者評価

B B
3.3 3.7

ａ：10.2% ａ：7.8%
ｂ：51% b：74.5%
c：32.7% c：17.6%
ｄ：6.1% d：0%

A B
4.0 3.4

ａ：22.4% ａ：17.6%
ｂ：65.3% b：43.1%
c：10.2% c：37.3%
ｄ：2% d：2%

B B
3.5 3.6

ａ：8.2% ａ：13.7%
ｂ：63.3% b：58.8%
c：28.6% c：27.5%
ｄ：0% d：0%

B B
3.8 3.8

ａ：12.2% ａ：23.5%
ｂ：69.4% b：54.9%
c：18.4% c：21.6%
ｄ：0% d：0%

B B
3.2 3.6

ａ：6.1% ａ：17.6%
ｂ：49% b：54.9%
c：44.9% c：25.5%
ｄ：0% d：2%

B B
3.7 3.4

ａ：18.4% ａ：9.4%
ｂ：59.2% b：58.5%
c：20.4% c：30.2%
ｄ：2% d：1.9%

A A
4.1 4.0

ａ：22.4% ａ：15.1%
ｂ：69.4% b：79.2%
c：8.2% c：3.8%
ｄ：0% d：1.9%

A B
4.0 3.9

ａ：20.4% ａ：18.9%
ｂ：69.4% b：67.9%
c：10.2% c：11.3%
ｄ：0% d：1.9%

B B
3.9 3.6

ａ：22.4% ａ：19.6%
ｂ：63.3% b：51%
c：14.3% c：27.5%
ｄ：0% d：2%

朝学習は良い取り組
みだと思うが、時間の
設定が早いため、生徒
にも教員にも負担に
なっているのでは？学
区が広がり遠方から登
校する生徒も増えてお
り、見直す必要はない
か。

教員評価

自転車事故の数を減ら
すのが今後の課題で
ある。

教員評価

7
・生徒の内面の理解を
深め、「こころの教育」の
充実を図る。

・いじめ実態把握アンケート
やネットマナー、自転車マ
ナーに関する講演会を実施
する。
・いじめ実態把握アンケート
を年に3回実施する。
・教育相談、保健部やカウン
セラー、いじめ対応チーム等
との連携をとる。

・いじめ実態把握アンケート、
教育相談などからいじめが発
見されれば早急に情報を共
有し対応する。
・生徒の微妙な変化に気付く
ために挨拶を増やし、生徒と
のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを積極的にと
る。
・教育相談を充実させる。

・立ち番や授業などで、生徒の変化を見逃さない。また変化があれば、情報
を集めたり、情報共有を行い、複数の教員で対応できる環境を作る。

・学習面の充実（授業・課題・補習）は大切だが、それによる過多なストレス
がかかると精神面で歪みがでる心配もある。

教員評価

豊
か
な
心
･
健
や
か
な
体

豊かな心を
育む教育

6
・健全で安全な生活を営
む習慣や態度の育成を
図る。

・担任を除く全職員を登校指
導に割り当てる。
・遅刻，自転車マナー，服
装，挨拶指導を強化する。

・登下校時の自転車事故を0
にする。
・風紀面で注意される生徒を
5％以下にする。
・自ら挨拶ができる生徒を
60％以上にする。

・挨拶ができなくなってきているようにも感じている。全職員が同じレベルで問
題意識持ち、朝の立ち番やＨＲ、学校生活中で取り組んでいく必要がある。
（3年生）生徒アンケート18「生徒会行事や学校行事が充実していると思いま
すか。」の割合をＡＢ合計80％以上にするを目標としたが、85％であった。最
終学年と言うこともあり、それぞれが意欲的に参加し、周囲とも協力的であっ
たのが評価につながったと考える。評価Ｃの12％は、前年度より5ポイント
減ってはいるが、より積極的に関わるように声かけをしていく。
・登校時のスマホ利用は、不必要な使用が事故を起こす危険があるので、今
以上に注意を呼びかける必要がある。

8
・生徒の内面的な理解
を深めるため、健康相
談および教育相談を充
実させる。

・心の健康面に問題を持っ
た生徒を早期発見し、関係
分掌と連携し対応に努める。
・スクールカウンセラーによ
る教育相談を一層充実した
ものにする。

・日常的に生徒の健康管理に
努め、問題生徒のケアに努め
る。
・保健部会において生徒状況
の十分な情報交換に努める。
・スクールカウンセラー・学
年・担任・養護教諭と連携し
た協力体制を築き、職員全体
での対応を図る。

・支援の必要のある生徒に対し、職員全体の協力体制をより密に連携してい
きたい。スクールソーシャルワーカーとも連携の強化を図る。（第2・4水曜日
検討中）

・生徒の健康管理や支援の必要な生徒のケアに努めた。
保健委員会において、生徒の状態など情報交換に努めた。特に心の問題に
ついては、早期発見努め、教育相談を勧めるなど解決策を探った。

教員評価

・基本的生活習慣の確
立と規範意識の向上を
図る。

9
・8時20分から「朝学習」を実
施する。

・生徒アンケート12「朝や授業
において、遅刻はしていませ
んか。(余裕をもった行動がで
きていますか。)」の割合をＡＢ
合計90％以上にする。（2年
生）
・8時30分遅刻指導にかかる
生徒は年間5名以下にする。
(3年生)

(2年生)生徒アンケート12に関して、ＡＢ合計88％であった。登校時、余裕を
もって行動できていない生徒には、時間的にゆとりをもって行動できるように
意識づける。
（3年生）8時30分遅刻指導にかかる生徒は、5名以下で達成できた。
・朝学習の成果と課題について検討の必要がある。遠距離通学の生徒が増
える中、無理をして登校する生徒も少なくないかもしれない。また、生活習慣
（睡眠時間）の問題も関連していると思う。

5
・進路目標を具体化さ
せ、自ら学習に取り組ま
せる。

・利用しやすい進路指導室
にして利用頻度を上げ、1年
から進路に対する意識の向
上を図る。
・家庭学習の時間を増やす。
・自らの進路目標を明確化
する。

・生徒アンケート6「家庭での
学習時間は平日に60分以上
確保していますか。」の割合
をＡＢ合計2年生は50％以
上、1年生は65%以上にする。

（1年生）本年度は57％で目標達成できなかった。しかしながら、前年度の
52％に比べ少しではあるが上昇している。地道に意識付けを行っていくこと
が、有効な改善策のひとつであると考える。
(2年生)生徒アンケート6に関して、ＡＢ合計57％であった。Ａのみで見ると
31％で前年度より5ポイントアップした。「自宅学習開始時間、就寝時間、起
床時間の固定」のいわゆる「3点固定」による規則正しい生活習慣が、学習
のリズムを作り、「ブレ」のない学習時間を確保することができる。進路目標
を意識させ、それと結びつけていくように個人面談等を行っていく。

・家庭学習に関しては、家庭の協力が今以上に必要である。

生徒の学習時間の確
保が昨年より向上して
いる。

教員評価

(3年生)生徒アンケート7に関して、ＡＢ合計84％（前年度比108）であった。三
者面談を含む個人面談を計画的に実施し、適宜個別に面談を実施するな
ど、きめ細かな進路指導を行った。担任を中心に学年団を含めた多くの教員
の協力により面談等、進路指導を充実させることができ、成果を上げること
ができた。今後はＡの割合を増やすために進路指導の組織的な体制づくり
に努める必要がある。
・センター試験出願者数は、198名（前年度比103）であった。
・トワイライト講座について、進路指導との関連、位置づけ等は年度ごとに確
認し、共通理解する必要がある。

昨年にくらべ教員の評
価のAが増えていると
ころがら、進路指導の
成果がうかがえる。教員評価

教員評価

新たな社会
への対応力
を育む教育

の推進

2
・進路実現に必要な力
の伸長が図られるように
指導・支援を行うととも
に、自身の進路目標達
成に向けて主体的に考
え、実践できる生徒を育
成する。

・各学年との連携を密にし、
情報交換に努め、要望に応
じた適切な情報提供に努め
る。
・生徒のキャリア意識の向上
を図る。
・生徒向けの進路講演会・進
路ガイダンス等を通して生徒
に適切な情報提供を行う。

・各学年2回以上の進路講演
会・進路ガイダンスを行う。
・各担任はクラス生徒に対し
て各学期1回以上の進路面
談、進路部は希望する生徒に
対する進路面談を実施する。
・生徒アンケート4「小テストや
学習会、補習は効果的に実
施されていると思いますか」
の割合をＡＢ合計1年生は
85％以上、3年生は80％以上
にする。

・各学年2回以上の進路講演会・進路ガイダンスを行い、生徒の進路意識の
向上、進路選択に役立つことができた。
・8月、12月に個別進路検討会を実施し、進路指導に関して、情報共有を
行った。来年度は、検討会の時期を早くし、教員が三者面談を行う前に検討
会を実施し、面談等がスムーズに行えるようにする。
・大学入試改革を見据えた進路研修を他部署と協力しながら、学校全体とし
て行う必要がある。また、大学入試改革に関する情報提供を頻繁に行う必要
がある。
（1年生）本年度は81％で目標達成できなかった。1年生としては、小テストへ
の取り組む生徒一人一人の意識を高めるのが課題である。改善策の一つと
して、意識の高い上級生や卒業生の話を聞かせることなどが考えられる。
（3年生）生徒アンケート4について、ＡＢの合計が81％であった。評価Ｃの
15％は、前年度より3ポイント減ってはいるが、まだまだ自分にとって効果的
でないと判断している生徒が多いというこであり、生徒の要望を確認するとも
に、小テスト等が自分の学力向上に有機的につながることを知らせるように
働きかけていく。

目標設定が高めであ
るが、2012年の教育改
革、高大接続改革や学
習指導要領の大幅な
改訂を目の当たりに
し、教員の意識改革が
迫られているため、自
己評価が低くなったの
ではないか。
教育改革を見据えた
研修や研究の必要性
を感じる。

教員評価

3
・生徒一人一人に応じた
進路実現を図り、生徒
が最後まで努力する体
制をつくる。

平成29年度　学校評価総括表　　伊丹市立伊丹高等学校                                                                                                   

教育目標
人格の完成をめざして知・徳・体の調和を図り、平和的な国家及び社会の形成者として資質の向上に努め、心身ともに健全で個性豊かな人間を育成する。
①自立の精神を養い、正しい判断力と実践力の育成を図る。②豊かな情操の育成と基本的な生活習慣の確立を図る。③学習意欲を向上させ、生徒個々に応じた学力を伸長する。

重点目標

“可能性への挑戦”伸びる力をより伸ばす教育の実践   ～伊丹から世界へ・グローバル人材育成プロジェクトを通して～
(1) グローバル人材の育成に向けた多様な取組の推進      (2) 地域を理解し、地域に貢献できる人材の育成        (3) 自己実現を目指し、より良く生きるためのキャリア教育の推進
(4) 主体的で深い学びの上に立つ、自己教育力の育成     (5) 他者と協働するための、公共心と倫理観の育成     (6) 中高連携の強化

※　自己評価のABCDについては、教員評価のａを5点、ｂを4点、ｃを2点、ｄを1点とし、5点満点で平均、A：4.0以上　B：3.0～4.0　C：2.0～3.0　D：1.0～2.0と表示している　　　※　生徒アンケートについいては別紙参照

項目 成果と課題・改善策

学
力
の
向
上

生徒一人ひ
とりの個性
や能力に応
じた教育の

推進

1
・個々に応じた教育と指
導形態の工夫を行う。
・基礎基本を徹底し、学
習習慣を身につけさせ
る

・主体的・対話的で深い学び
の研究・実践をする。
・少人数授業や習熟度別授
業など効果的な指導を研
究・実践する。
・授業改善に取り組む。

・主体的・対話的で深い学び
の研究に向けて、研修会を年
1回実施する。
・習熟度別指導、チーム
ティーチングなどを展開して
いく。
・教員間の相互授業見学を実
施し改善に取り組む。

・2学期後半に教員間の相互授業見学を実施した。「主体的・対話的で深い
学び」の視点に立って相互授業見学を振り返る教員研修会を実施した。研修
会をとおして、個々に応じた教育と指導形態の工夫について意見を出し合え
た。出し合った意見をどう生かすか、どう生かしたか、そしてどのような結果
になったかを振り返るPDCAサイクルを確立する必要がある。

・早朝、放課後、長期休業中
の補習を充実させる。
・きめの細やかな面談を実
施し、生徒等が納得できる
進路実現を図る。
・トワイライト講座を実施す
る。

・生徒アンケート7「学校の進
路指導に関する体制につい
て、満足していますか。」の割
合をＡＢ合計で80％以上にす
る。
・センター試験に200名以上出
願する。（3年生）

進路目標の
確定と学習
習慣の定着

4
・進路実現に向けて粘り
強く取り組む

・生徒とのきめ細かい面談
や保護者懇談を通じ、進路
を決定する。また、生徒本人
が納得できる進路実現を図
る。
・センター試験受験への意
識を高める。
・学習会・補習の講座を充実
し、また、自習室を設けるな
ど学習環境を整える

・生徒アンケート8「自分の将
来の進路について、調べたり
考えたりしていますか。」の割
合をＡＢ合計80％以上(2年生
は90%以上)にする。

・生徒アンケート8に関して、ＡＢ合計83％（前年度比104）であった。大学見学
会やオープンキャンパスの参加を通して進路決定に向けて具体的にイメージ
させ、目標とさせることを図った。実現に向けては日々の学習と結びつけ取り
組めるように個人面談等で関わっていく必要がある。
(2年)生徒アンケート8に関して、ＡＢ合計83％であった。Ａのみで見ると41％
で前年度より3ポイントアップした。探究活動（探究講演会、卒業論文など）の
推進が、自ら学習に取り組む態度へとつながるなど、生徒の「学び」への内
発的動機付けにつなげることができた。引き続き、生徒の探究の質を高める
ために、内容の精選、指導法の研究をしていく。

教員評価

昨年末から取り組まれ
ている、研究授業の成
果が見られるのではな
いか。非常によい取り
組みだとお思われる。



A A
4.3 4.1

ａ：42.9% ａ：37.3%
ｂ：51% b：51%
c：6.1% c：11.8%
ｄ：0% d：0%

A A
4.0 4.1

ａ：16.3% ａ：25.5%
ｂ：75.5% b：66.7%
c：6.1% c：7.8%
ｄ：2% d：0%

B B
3.9 3.7

ａ：20% ａ：7.7%
ｂ：68% b：76.9%
c：10% c：11.5%
ｄ：2% d：3.8%

B B
3.5 3.8

ａ：8.3% ａ：14%
ｂ：64.6% b：68%
c：25% c：18%
ｄ：2.1% d：0%

A
4.1

ａ：28.8%
b：61.5%
c：9.6%
d：0%

B B
3.6 3.5

ａ：10.4% ａ：11.4%
ｂ：66.7% b：61.4%
c：20.8% c：25%
ｄ：2.1% d：2.3%

A B
4.;1 3.9

ａ：22.9% ａ：15.6%
ｂ：70.8% b：71.1%
c：6.3% c：13.3%
ｄ：0% d：0%

B A
3.8 4.1

ａ：14.6% ａ：29.2%
ｂ：70.8% b：60.4%
c：12.5% c：10.4%
ｄ：2.1% d：0%

　　平成29年度の自己評価のグラフ　　　　　　　　　　自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

・ＧＣ生徒や担当教員の負担が過度にならないよう、行事等の精選をして行
われるとよい。

・GTECのスコアについては結果待ちである。
・GCジョイントをEnglish Campの成果が活かせる活動に変更するなど、新た
な取り組みが従来の行事の改善へとつながっている。

教員評価

商業科の活
性化

17
・アクティブラーニングに
よるキャリア教育の充実
を図り、正しい職業観・
勤労観を身に付けさせ
る。
・検定試験合格に向け
て組織的に取り組む。

・商店経営実習やオープン
ハイスクールなどの各種行
事を生徒が企画し、運営す
る。

・商店経営実習として10月に
「俳句カフェ」を実施、10月の
商業科オープンハイスクール
では、生徒が体験授業などの
内容について企画、運営す
る。
・外部講師による全商英検講
座を実施、1月の簿記および
情報処理の検定について、級
別の補習を組織的に10日間
以上行う。

・商店経営実習やオープンハイスクールでは生徒が主体となって運営するこ
とができた。細かい部分でトラブルが発生することがあったので、来年度に
向けてフォローできる体制を整えたい。
・全商英検講座は生徒に好評だったが、合格率が伸びなかった。他の検定
試験についても同じようなことがいえるが、補習の実施時期や回数の見直し
を行いたい。
・商業科の各行事の企画・運営は特色が発揮されて、たいへん成果を上げ
ている。

地域連携の１つとし
て、子ども食堂にも取
り組まれてはという提
案がありました。教員評価

GCコースの
活性化

15
・高い英語力を育成し、
難関大学への進学率を
向上させる。

・国公立大学見学会をはじ
め、大学見学会を実施する。
・各教科・進路部と連携し、
授業・補習・進路指導を充実
させる。
・英語検定取得に向けて、ト
ワイライト講座を開講し、面
接指導などの取り組みを強
化する。

・進学実績の上昇を目指す。
・卒業時までに英検2級取得
率80％以上を目指す。
・卒業時までに英検準2級取
得100％を目指す。

・達成目標の「進学実績の上昇を目指す」は「生徒の実態に合った進路実現
を目指す」の方がよいと思います。

・トワイライト講座で英検準一級講座を設け、その成果として英語検定第二
回目までに準一級合格者1名を輩出した。他にも受験中の生徒もおり、今後
の合格も期待できる。
・全体的に英語検定への意識が非常に高く、積極的に受験している。

教員評価

16
・さらなる特色化に向け
て継続的な検討を行う。

・GC独自の「Academic
Writing（3年次・2単位）」を開
講する。
・京都語学実習・ＧＣジョイン
ト・English Camp・English
Seminarを実施する。
・他校国際科との情報交換
を通して、行事の実施方法・
特色化を探る。

・1年生12月から2年生12月ま
でにGTECスコア10％アップを
目指す。
・京都語学実習・ＧＣジョイン
ト・English Camp・English
Seminarの満足度を100％に
する。
・他校の研究授業、研修への
職員の参加回数を増やす。

教員評価

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

探究活動の
充実

14
・事業の精選と活性化を
図る。探究活動等の取
組について検討する。

・学年と連携をとり探究活動
の活性化を図る。
・English Camp、とびたて！
留学JAPAN等の国際理解
教育の活性化を図る。

・保護者アンケート16「お子様
を入学させてよかったです
か？」および生徒アンケート
19「市高へ入学して良かった
ですか？」の肯定的回答をと
もに80％以上にする。

・探究活動については、試行錯誤している部分が多く、今後も指導方法等の
検討が必要である。
・探究活動の達成目標としてこの内容がふさわしいか検討が要ると思いま
す。探究活動（特に普通科総合）については、どのように企画、推進していく
べきかよく検討する必要があると思います。教員が年度で入れ替わっても、
生徒にとってその学習が継続でき、教員にとってその指導を引き継いでいけ
る、指導方針や内容がしっかりしていることが望ましいと思います。

探究学習の手応えを
感じる成果である。今
後は、より工夫をしな
がら教員が入れ替わっ
ても継続ができるよう
にしてほしい。

教員評価

開
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園
学校情報の
積極的な発

信

13
・HP、刊行物、学校説明
会などを活用し、学校の
情報を保護者や地域に
発信する。

・HPの内容の充実し、更新
回数を増やす。
・学校説明会を年3回以上行
い、自校の特色の理解を深
める。また参加申し込みを簡
略化する。
・出前授業や学校説明会等
を実施する。
・学校案内を作成し、Active!
Ichikoを定期的に発行する。

・HPの内容更新のスピード化
と視覚的向上を図る。
・学校説明会参加者アンケー
トの満足度を90 % 以上にす
る。

・中学校への出前講座や中学校への説明会等への参加によって、市高を
知ってもらう機会を設けることができた。
・ＨＰの更新についてスピード化を更に進めたい。視覚向上に努め、内容の
充実を図りたい。部活動のページについては更新回数を増やすことができ
た。
・学校説明会の目的および回数については概ね達成できた。アンケート満足
度については向上するように検討する。学校説明会の申し込み方法をＦＡＸ
および直接ホームページからの入力に変更した。

10
・服装・頭髪の乱れをなくし、
規範意識を高める。

・生徒アンケートで「服装・頭
髪等の学校生活でのルール
は守られていますか。」の割
合をＡＢ合計90％以上にす
る。

人権教育の
推進

12
・人権教育を通して現代
社会の様々な問題を考
察し、人権意識を磨くこ
とを趣旨とする。それに
よって自己の人権はもと
より、他者の人権も慮る
ことの出来る人間形成
を目指す。

・効果的なDVD教材の導入
する。
・担当者が使いやすい教案
を作成する。

・同和問題に関する効果的な
視聴覚教材を導入する。
・現代の状況に合った同和問
題の教案を作成する。
・同和問題の現状に関する職
員研修を実施する。

・LGBTの講演（3年）、研修（職員）は、現在の社会問題とその理解に即した
内容にすることができた。
・部落問題解消推進法施行を受けての教案を作成することができた。
・現在の部落問題に合った視聴覚教材を導入することができた。
・部落問題の現状に関する職員研修実施の必要性がある。

教員評価

(2年生)生徒アンケート11に関して、ＡＢ合計97％であった。前年度より1ポイ
ント下がったものの、Ａのみで見ると75％で前年度より5ポイントアップした。
引き続き、生徒自らが、理性をもって自分をしっかり自律できる、自由な人間
となるよう、自分をしっかり見つめ考えさせていく。教員評価

生徒の健や
かな体づく
りの推進

11
・自分自身の生活習慣
や心身の状態に気づ
き、健康的な生活習慣
の大切さを知り、健康問
題を自ら解決していく態
度を育てる。

・生徒保健委員会の自主的
な活動を援助し、生徒の健
康に関する興味・関心を高
める。
・保健委員の指導や保健だ
よりを発行し、健康に関する
意識の啓発に努める。
・流行性の病気への対応を
はかる。

・文化祭・体育祭等の学校行
事・保健行事ごとの保健委員
会の活動を促す。
・ ｢保健だより｣、行事ごとに
生徒による「保健委員会だよ
り」を発行する。
・手洗い場所へ石けんを配置
し、手洗い・うがいの呼びか
け、手洗いの意識を高めるな
ど、病気予防のための環境
整備につとめる。

・スマホ利用（ゲーム・SNS）が多く生活のリズムを乱しているので、生活習慣
の改善を図れるよう今以上に指導する必要がある。

・学校行事、保健行事では、保健委員会が活発に活動を行った。
・「保健だより」「保健委員会だより」の発行、掲示板の活用などで健康に関す
る意識向上につ貯めた。
・病気予防のための環境整備として、消毒液の設置や換気の呼びかけなど
も行った。
・スクールカウンセラーによる「レジリエンス講座」（ワークショップ）を生徒向
けに６月、１０月、土曜公開講座として12月に行った。

教員評価

豊
か
な
心
･
健
や
か
な
体

豊かな心を
育む教育

・基本的生活習慣の確
立と規範意識の向上を
図る。
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